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イベント当日は、当事務所の港湾業務艇「しおさい」を使用した
船上学習として、「NPOシーブリーズ三河湾」の方や「蒲郡市生命
の海科学館」の方、当事務所職員が講師として乗船し、ラグーナ、
竹島や大島、六条潟周辺を航行しながら、「三河湾ってどんな海な
の？」という疑問を海水の採水や海の透明度の測定を通じて学びま
した。

初めて船に乗る児童も多いこともあり、船酔いする児童もいまし
たが、ペットボトルを使った手作りの採取器具での海水の採水や海
の透明度の測定を講師達と一緒に体験し、蒲郡市周辺の水深が浅い
ことや波はなぜ起きるのか、なぜ三河湾は汚れやすいのかなど、関
心を持ってくれました。

当事務所ではこのような環境学習の活動支援を通じて、三河湾の
環境についての興味や理解を一層深めてもらいたいと考えています。
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猛暑が続いていますが、海の環境学習には最適な季節となりました。蒲郡市内の小学校を対象とし
た、同市主催の「三河湾環境チャレンジ 海の環境学習」が７月５日（金）に大塚小学校（５年生１
２名）、７月１０日（水）に蒲郡西部小学校（５・６年生５名）を対象に開催されました。

このイベントは、児童達が三河湾で海洋環境を調べたり、生きものに触れたりといった経験を通じ
て、生命の不思議や海の環境についての興味・関心を持ってもらい、自分たちの身近な海である三河
湾への理解を深めることを目的として平成１５年より継続しているプロジェクトです。
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

7月20日（土）に衣浦みなとまつりが開催されま
した。

夜の納涼花火大会の前に、碧南市による市民を対象
にした衣浦港見学が開催され、当事務所港湾業務艇
「富士丸」も協力しました。当日は海から衣浦港を初
めてみる市民の方も多く、衣浦港の現状や現在実施し
ている事業を当事務所職員や県衣浦港務所職員が説明
しました。参加者は船内から見学するとともに熱心に
話を聞いていました。

夜には納涼花火大会が開催されました。今年は近隣
の豊田市、刈谷市に次ぐ規模（5,300玉）となりま
した。当日は過去最高の約55,000人が来場し、中央
ふ頭東地区の岸壁周辺や海上の船から1玉、1玉打ち
上げられる毎に歓声があがり、特に最後の「メロ
ディー花火」ではとても大きな歓声があがっていまし
た。見学会に参加された方々には衣浦港を十分体感し
ていただくことができたと感じています。当事務所で
は今後も一般の方を対象とした港内見学を支援してい
きます。

７月１５日（月）海の日に三河港神野地区において
「豊橋みなとフェスティバル2013」が開催されまし
た。このイベントは、市民の方々に「みなと」に親し
んでいただくと同時に、「みなと」の重要性や役割へ
の理解を深めていただくことを目的として豊橋市主催
で開催され、今年で４０回目の開催となります。

当日は風が強かったものの天候にも恵まれ、３５０
００人を超える市民の方々が来場されました。三河港
クルーズ、エアショー、獣電戦隊キョウリュウジャー
のショー、企業の見学など、盛りだくさんのプログラ
ムで実施され、大変な賑わいを見せていました。

当事務所は「東日本大震災を忘れない」と題し、津
波発生のメカニズムと液状化発生の様子を模型を用い
て紹介しました。また、震災に関するパネルの展示、
東日本震災発生時のビデオの放映も併せて行いました。
特に液状化の模型に興味を持つ方が多く、職員に質問
をしながら何度も実験を繰り返す姿が印象的で、市民
の方々の危機意識の高さを感じました。

衣浦みなとまつり開催される！
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